


第４章 リスクと向き合うは計画外の被ばくが生じた場合の対応について，看護師と
医師の視点から紹介しています．１つは放射線災害医療，もう１つはコミュニケーショ
ンです．読者のなかから，これらの新しい分野の今後を牽引する方が出てくるかもしれ
ません．

本書は各項目で自己完結するように編集しており，基礎的な事項に関しては重複して
出てくることも多くあります．ですので，チャートを眺めながらの「つまみ読み」は大
歓迎です．通読をあまり意図しませんが，それでも全体を通読できれば，かなりの“放
射線通”になれます．様々な角度から，医学放射線ワールドを学んでもらえればありが
たいと思います．

これらの内容に，過去に放射線災害を経験し，独自の放射線教育を構築してきた長崎
大学，広島大学，福島県立医科大学を中心とした執筆陣が挑んでいます．執筆者の医療
者および研究者としてのバックグラウンドは極めて多岐に渡り，現役の大学教員として
医学部・大学院講義を担当し，研究者としても専門領域で実績を積み上げています．本
書には，その教育研究上のノウハウがすべて込められています．

本書は，2019年の日本医学教育学会で，試行錯誤の真っ只中にあった放射線の健康
リスク科学教育の状況を発表したとき，羊土社の冨塚氏とお目にかかったことが発端と
なり生まれました．当時はまだ成書にできるだけの構想には至りませんでしたが，その
後の冨塚氏とのキャッチボールの中で，私の知りうる限り，極めてユニークな教科書に
なったと思います．福島原発事故の記憶や，その後の「放射線を正しく知り正しく怖が
る」ことへの思いは，時間の経過とともに薄れていくかもしれません．本書が読者の
方々の知識形成に役立つとともに，この10年間の試行錯誤の成果を次世代に繋いでい
く一助になれば幸いです．
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